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建設業は立地計画から保全まで担当しますが，実行上

必要とされる能力は，マネジメント能力，技術力，折衝

力，コスト・プロフィット推定力等多岐にわたります.

しかし，これらの能力は観点をかえれば，技術力はリス

クの発生確率およびロスを推定できる力，折衝力はリス

クの一部を相手にへ γ ジする力といったように， リスク

推定力に大きく依存していると言えます.現在大手建設

業者はEC化(エンジニアリング・コンストラクター)

を目ざしていますが，いろいろな面で経験のないプロジ

ェグトに関与する場合，このリスク推定力が大きな力に

なると考え，私なりに， リスグに関する研究を開始して

おります.もしリスクについて参考になるご意見があれ

ばぜひお教えくださるよう，この場をお借りしてお願い

いたします.

三菱自工生産管理技術部開発課 上回 恭嗣

53年 4 月に三菱重工より今の職場に移りました.数学

モデル分析による意思決定が多くの職場にいきわたるに

つれて時々遭遇する「モデルに対する不安j について私

見をのべます.事例発表等が豊富になったこともあり，

ニーズが与えられてから一応モデルができあがるまでの

日数が昔より短縮されたのはけっこうだけれども，実地

への適用がさっぱり進まず，その内やめてしまったとい

うケースがあちこちに見られないでしょうか.よそさま

編集後記惨いよいよ師走，やっと師走，はやくも師

走，….人によりいろいろと感想は異なることでしょう

が，ともかく師走.本誌も第26巻は本号が最終号となり

一応ケジメをつけたいと思いますが，果してできている

でしょうか.砂その言訳けではありませんが，本号の特

集は「ファジィ・システム論J. 人間のもつあいまいさ

を肯定したうえで新しい論理体系を築くというきわめて

魅力的な方法です.すでに現実に適用され成果をあげて

いる分野もあり，今後とも大いに期待できるものの 1 つ

のことは知りませんが，私の経験から推定しました.や

めたのにはさまざまな理由があるわけですがその 1 つに

「モデルの結論に対するいわれなき不安j があります.

これはリーダーが若い人やベテランの場合にはおこらず

どちらかというとリーダーになって日が浅く，自己のモ

デル観(この問題にはこの程度のモデルで通用するはず)

がまだ不十分で，一方，失敗して会社に損失を与えるこ

とのこわさが先に立つタイプのリーダーに見受けられま

す.一見慎重なリーダーに見えますが問題の分析把握が

不徹底であってそのために直観的にモデルの説明力に不

安を感じている場合にこれが生じやすいようです.これ

は慎重なのではなくて単に仕事が不十分であるにすぎな

いわけですから，もうひとふんばりして不安も科学的に

分析し除去するのがリーダーのっとめです.その上司に

ORのベテランがおれば見ぬけますが，そうでない， リ

ーダーの申し立てをそのまま信ぜざるを得ない職場では

これがおこりやすいでしょう.モデルの説明力に対する

不安とモデルの結果に対する不安がどっちゃになってい

るわけですが，前者についてはがんばって分析把握を続

けるしかありません. そのうえでモテソレの算出結果に

「リスク J として残るものはこれはなんとも致し方あり

ません.ちなみに「リスク J はモデルの入力であり，モ

デノレの内部構造ではないことはそのチェックポイントに

なるでしょう.書き終ってから背このような記事をどこ

かで読んだことがあるような気がしてまいりました.

といえます.それらの最新の動向を，特に応用面との関

連でまとめてもらいました.少しでも刺激となって新し

い研究が進展することを期待します.惨前編集委員から

引き継いで早や半年.モニター委員をはじめとして会員

各位からの貴重など意見，有難うございました.私ども

の力不足により，十分実現できなかったことも多L、かと

思いますが，実現に向けてより一層の努力をする覚悟で

す.来年もよろしくご指導お願い致します.では，よい

お年を. (M) 
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